
令和４年度事業報告 

 

 令和２年１月に国内で初めて新型コロナウイルスの感染症の感染者が確認されてから、令和４

年度においても、夏に第７波、秋以降に第８波の流行があり、本会の活動も前年度に引き続き、様々

な影響を受ける一年であった。その中で、富山県薬剤師会会館は、竣工２年目を迎え、会議・研修

会等の拠点として活用することができた。 

今年度は、厚生労働省から委託を受け、魚津市で「高齢者医薬品適正使用推進事業」として、富

山労災病院・魚津市医師会・魚津市の協力の下、基幹病院入院中に処方の見直しを行い、退院後も

減薬を維持できる体制を構築することができた。また、富山県および富山県後期高齢者医療広域連

合の委託事業として、射水市・魚津市・黒部市でポリファーマシー対策に取り組んだ。 

さらに、１月からの電子処方箋の運用に伴い、薬剤師資格者証の発行が開始され、オンライン資

格確認システム構築などとともに、薬局でも急速な IT 化、DX 化が求められている。本会でも情

報収集に努め、会員薬局への情報提供を行った。 

また、１０月には、薬と健康の週間に合わせて、富山市のグランドプラザで、「お薬・健康フェ

スタ２０２２」を初開催した。当日は、577 名の一般来場者を、着ぐるみの「富薬ヒカリちゃん」

と約 140 名の薬剤師がボランティアとしてもてなした。フェスタは、薬剤師の職能を紹介し、医

薬品や保健衛生に関する正しい知識を伝える良い機会であり、今後も継続的な開催が期待されて

いる。 

 

Ⅰ 富山県の地域住民の健康増進及び公衆衛生の向上を図る事業（公益事業） 

１． 薬学及び薬業の進歩発展に関する事業 

１）薬学生の育成等に関する事業 

・薬学生の育成に関する事業 

     実務実習生の受け入れ 49 薬局、73 人  

   ・北陸地区調整機構等との調整 

     薬学生の実務実習を円滑に行うため、北陸地区調整機構、薬学教育協議会北陸支部、富

山大学、北陸大学との連携を図った（計 3 回、延べ 4 名出席）。 

     3 月 4 日、令和 4 年度富山大学薬学部薬局実習運営協議会に実習受入先薬剤師 5 名が

出席した。 

   ・認定実務実習指導薬剤師の養成に対する支援 

     5 月 4・5 日第 25 回、5 月 14・15 日第 26 回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショ

ップ（受講者 13 名、タスクフォース 2 名派遣） 

     3 月 5・26 日認定実務実習指導薬剤師養成・新規申請者講習会を開催した（18 名）。 

２）薬剤業務体験学習事業（県委託事業） 

   ・「薬剤師のお仕事」紹介リーフレットの作成・配布 

   ・富山県薬事総合研究開発センターにおける製剤実習・分析実習 

  8 月 3 日 中学生 24 名参加 

  8 月 5 日 高校生 24 名参加 

・薬局における調剤体験学習 



  7 月 28 日 25 薬局 中学生 52 名参加 

・病院薬剤師の仕事体験学習 

 7 月 26 日～8 月 9 日（8 回開催）8 公的病院 高校生 39 名参加 

３）生涯教育学習 

・生涯教育研修委員会が策定した年度計画に基づき、毎月 1 回開催(1 月を除く)を 11 回開催

し、1,214 名参加した（薬局機能強化事業（県補助金） 補助金：500 千円（補助率 1／3））。 

 今年度も会場の定員を減らし、富山・高岡・魚津でサテライト会場を設け、双方向配信も

しくは Zoom ウェビナー配信で開催し、感染対策に努めた。 

 また、富山県薬剤師研修協議会主催研修会として、7～11 月に計 4 回、Zoom ウェビナー

配信で開催し、571 名が視聴参加した（日本薬剤師研修センター研修会開催支援 補助金：

1,200 千円（補助率 10／10））。 

 また、青年薬剤師会は 2 回の研修会と 1 回の座談会を企画し、実施した。 

11 月 22 日第 17 回研修会「薬剤師さんと共有したい持病がある方の歯科治療とデンタ

ルケアの知識」45 名オンライン参加 

3 月 15 日第 18 回研修会「薬剤師が語る薬剤師のためのお金の話」24 名オンライン参

加 

・会報誌「富薬」を毎月発行した。また、ホームページを随時更新し、最新情報の周知に努

めた。 

４）医薬品の製造販売、製造及び販売に関する医薬品医療機器等法対応への支援強化事業 

・製薬薬剤師部会では、本年度も新型コロナウイルス感染症対策のため、製薬企業見学を中

止した。 

  ５）研究活動の推進事業 

・10 月 9 日・10 日、仙台市で第 55 回日本薬剤師会学術大会がハイブリッド方式で開催さ

れた。（口頭発表 1 題、ポスター発表 1 題） 

・9 月 18 日・19 日、第 62 回北陸信越薬剤師大会・第 55 回北陸信越薬剤師学術大会・第 24

回富山県薬学会年会をハイブリッド方式で富山県薬剤師会・北陸信越薬剤師会の共催で開

催した。（シンポジスト 1 名、口頭発表 7 題、ポスター発表 5 題） 

 

２．薬業を通じて医薬品の適正使用等医療貢献に関する事業 

  １）地域住民に対する相談・助言・普及事業 

・「薬の消費者教室」への講師派遣（実施回数：26 回、受講者：759 名） 

 医薬品総合情報事業（県委託事業 委託料：1,000 千円）  

・令和 4 年度高齢者医薬品適正使用推進事業に係る調査一式（厚生労働省委託事業 委託

料：1,800 千円） 

令和3年に作成された「病院における高齢者のポリファーマシー対策の始め方と進め方」

(以下、手順書)を利用し、魚津市で基幹病院入院中に処方の見直しを行い、退院後も減薬

を維持できる体制を構築することを目的に、次のとおり事業を実施した。 

①ポリファーマシー対策連携協議会の設置 

   基幹病院である富山労災病院、魚津市医師会、魚津市薬剤師会、魚津市、富山県薬剤

師会で連携協議会を設置した。連携協議会を 6 月、9 月、3 月の計 3 回開催し、進捗状況



の確認や問題点等の情報共有を行った。 

 ②富山労災病院内でのポリファーマシー対策の体制構築 

   労災病院では対策チームを設置し、多剤服用入院患者の処方解析を行った(計 8 回、

13 症例)。また、入院時に薬剤師が減薬の意向を患者から聞き取り、対策を行った結果、

薬剤総合評価調整加算件数は前年度の 2.6 倍(123 件)となった。 

 ③啓蒙ツール等の作成 

高齢者向けにポリファーマシー対策がわかりやすく理解できるようなポスターを作成

し、富山労災病院、魚津市内の診療所・病院・薬局、公共施設で掲示・広報した。 

 ④病診連携症例検討会を利用したポリファーマシー対策 

富山労災病院で奇数月に開催している病診連携症例検討会で、毎回 1 例、薬剤部から

多剤服用患者に関する症例を紹介した(計 4 症例)。 

 ⑤薬薬連携推進研修会を利用したポリファーマシー対策 

魚津市薬剤師会と富山労災病院薬剤部で偶数月に研修会を開催し、ポリファーマシー

対策・退院時服薬情報提供書を受けた薬局が、病院に退院後の状況を送付する返書専用服

薬情報提供書の手順説明・患者基本カードの運用等について、情報共有を行った(計 5 回)。 

⑥ポリファーマシー対策に関するアンケート調査 

事業実施評価を行うために、事業実施前(6 月)と後(2 月)に、富山労災病院医師・魚津

市医師会医師・薬局薬剤師・薬局を利用している高齢者を対象として、アンケート調査を

行った。 

・令和４年度高齢者保健事業推進基盤整備事業（富山県後期高齢者医療広域連合委託事業 

委託料：1,000 千円） 

後期高齢者は、加齢による生理機能の変化や複数疾患による多剤・重複服薬等に係る問

題が生じやすい。また、近年要介護者の増加原因として骨折転倒・関節疾患、フレイル

があり、ポリファーマシーが１つの要因であることが知られている。これらのことから、

関係団体等と連携を図り、医薬品の適正使用化に取り組むことを目的に事業を実施した。 

①啓発事業 

 薬剤師が各地域で開催される出前講座で、ポリファーマシー対策についての講話を行

うことで、高齢患者や家族等にポリファーマシー対策の有用性の周知に努めた。また、

広報用にパンフレットを作成した。 

 24 回の出前講座で、受講者総数は 674 名、計 16 名の薬剤師が講師を務めた。 

②訪問服薬相談事業 

 富山県後期高齢者医療広域連合レセプトデータを基に、黒部・魚津・射水市において、

3 か月継続して 10 種類以上の薬を継続して服用している多剤服用者を対象に、薬剤師

と保健師（あるいはケアマネジャー）とが訪問服薬相談を実施し、必要に応じて、処方

医等に服薬情報提供を行った。 

 訪問同意者 22 名に対して、訪問服薬相談を実施し、うち 4 件について、後日減薬を

確認することができた。 

③ポリファーマシー対策検討委員会 

 3 月 10 日に富山県後期高齢者医療広域連合等の保険者・富山県医師会・富山県・本

会関係者が出席し、高齢者等の薬物療法に関する問題点を検討した。 



・令和４年度ポリファーマシー対策に向けた多職種連携推進事業（富山県委託事業 委託料：

750 千円） 

薬剤師等の関係団体と連携を図り、対象市（モデル市）において国保前期高齢者個々の

身体・生活習慣等の状況に応じた服薬指導や普及啓発を通じて、医薬品の適正使用及び

医療費適正化に繋げることを目的に事業を実施した。 

①訪問服薬相談事業 

 国保レセプトデータを基に、魚津・射水市において、複数の医療機関から、一定数以

上の内服薬処方者や重複投薬者を対象に、抽出を行い、訪問同意を得られた対象者に薬

剤師と市担当者（保健師・栄養士・ケアマネジャー等）が訪問服薬相談を実施し、必要

に応じて、処方医等に服薬情報提供を行った。 

訪問同意者 3 名に対して、訪問服薬相談を実施し、うち 2 件について、減薬提案を

行った。 

②啓発事業 

 薬剤師が魚津・射水市で開催される出前講座で、ポリファーマシー対策についての講

話を行うことで、高齢患者や家族等にポリファーマシー対策の有用性を周知に努めた。

また、広報用にパンフレットを作成した。 

 4 回の出前講座で、受講者総数は 80 名、計 3 名の薬剤師が講師を務めた。 

③令和４年度ポリファーマシー対策研修会 

 2 月 9 日に報告者：富山県厚生企画課、報告者：富山県後期高齢者医療広域連合、魚

津市薬剤師会が今年度のポリファーマシー対策の取組みについて報告し、意見交換を行

った（103 名参加）。 

・令和 4 年度薬局ビジョン実現に向けた薬剤師のかかりつけ機能強化事業【第２期】におけ

る「事業２」都道府県薬剤師会実施事業（モデル事業）妊産婦服薬支援事業（日本薬剤師会

委託事業 委託料：600 千円） 

 富山県では令和 3 年に、妊娠前から ARB を服用していた女性が、妊娠後も ARB を服

用し続けたために、生まれた児が発育不全のために死亡するという痛ましい事案が発生

した。そこで、妊産婦及び妊娠を希望されている方々への服薬指導等に必要な知識及び技

能を習得するための研修会の開催および研修認定制度構築に取り組んだ。 

①専門性の高い薬剤師養成のための研修会開催 

10 月 13 日 医療安全研修会「妊産婦に対する医薬品適正使用に関する研修会」 

1 月 17 日 「妊産婦服薬支援のための薬剤師サポート機能強化事業」研修会 

合併症を持つ女性が安全に妊娠・出産するために 

2 月 8 日 「妊産婦服薬支援のための薬剤師サポート機能強化事業」研修会 

 妊婦・授乳婦禁忌の薬剤について 

②研修認定制度構築のための取り組み 

 担当委員会における研修認定制度の策定 

 研修認定ステッカー・バッジの作成・配布(123 薬局、薬剤師 166 名) 

・薬薬連携推進等に関する事業 

 ①薬薬連携推進のための研修会 

服薬情報提供書（トレーシングレポート、TR）の運用等薬薬連携推進に関する研修会



を開催した。 

6 月 16 日 令和 4 年度第 1 回砺波医療圏薬薬連携推進研修会(66 名参加) 

8 月 23 日 第 17 回 高岡医療圏薬薬連携推進研修会(30 名参加) 

9 月 9 日 令和 4 年度第 2 回砺波医療圏薬薬連携推進研修会(60 名参加) 

11 月 10 日 令和 4 年度第 1 回新川医療圏薬薬連携研修会(46 名参加) 

1 月 13 日 令和 4 年度第 3 回砺波医療圏薬薬連携推進研修会(80 名参加) 

1 月 26 日 第 18 回 高岡医療圏薬薬連携推進研修会(18 名参加) 

2 月 16 日に薬薬連携全体会議を開催し、事業報告と今後の課題を検討した（病院薬剤

師 25 名、薬局薬剤師 23 名、行政 9 名参加）。 

 ②「がん薬物療法を受けている患者を支えるための関係職種と連携した研修会の開催」 

   昨年度に引き続き、富山県病院薬剤師会と合同で、研修会を開催し、がん患者の薬物

療法や連携に関する研修を行った。 

   10 月 6 日 第７回がん患者のための連携研修会 

第一部 事例紹介、第二部 パネルディスカッション 

（薬局薬剤師 134 名、病院薬剤師 52 名、その他 19 名、計 205 名） 

   12 月 8 日 第８回がん患者のための連携研修会 

（薬局薬剤師 186 名、病院薬剤師 48 名、その他 7 名、計 241 名） 

  ２）新型インフルエンザ等対策事業 

・今年度、富山県新型コロナウイルス感染症対策協議会(富山県主催)は開催されなかった。 

・富山支部、高岡支部、全砺波支部、下新川支部、中新川支部で薬剤師が新型コロナウイル

スワクチン接種支援事業に参加した。 

  ３）研修会事業 

・高度管理医療機器販売業等営業管理者継続研修会を開催した。 

  12 月 9 日～12 月 26 日 Web 講習会（148 名） 

  1 月 20 日～1 月 30 日 Web 講習会（4 名） 

  3 月 5 日 富山県薬剤師会会館研修室（12 名） 

・会営富山中央薬局の無菌調剤室を使用して、無菌製剤実習を実施した（10 回、15 名）。 

・健康サポート薬局の届出に係る技能習得型研修会を開催した。 

  6 月 19 日 研修会Ａ（健康サポートのための多職種連携研修）（26 名） 

  6 月 19 日 研修会Ｂ（健康サポートのための薬剤師の対応研修）（13 名） 

・薬剤師認知症対応力向上研修会を開催した。 

 薬剤師認知症対応力向上研修事業（県委託事業 委託料：400 千円） 

  7 月 31 日 富山県薬剤師会会館（29 名） 

  12 月 18 日 富山県薬剤師会会館（17 名） 

 ３．薬事衛生の普及・啓発に関する事業 

①「薬と健康の週間」事業の実施 

10月16日の北日本新聞朝刊にかかりつけ薬局の推進、お薬手帳の普及に関する広告を掲

載し、県民への啓発を行った。 

「お薬・健康フェスタ2022」を10月16日にグランドプラザで開催した。 

川柳コンテストは、全国から500通の応募があり、優秀作品を表彰した。 



ステージイベント・模擬薬局・測定コーナー・相談コーナー・体験コーナー等を設置した。

（一般来場者577名、薬剤師180名、事務局4名、研究センター11名、県栄養士会9名、県歯

科衛生士会4名、音響担当1名、司会者1名） 

  ②「薬事情報センター」における薬に関する相談の応需 

薬事情報センターに一般県民等から137件の相談があった。 

  ③インシデント事例収集 

2月の1カ月間をインシデント事例収集強化月間として、会員薬局から報告のあった調剤

事故・インシデント事例を集計・解析した。 

 

４．地域医療への貢献並びに医療安全の確保に関する事業 

１）医薬品の供給・備蓄事業 

・会営富山中央薬局では、調剤用医薬品を延べ 46 回分譲した。 

２）在宅医療推進事業 

・会営富山中央薬局の無菌調剤室の共同利用等 

会営富山中央薬局の無菌調剤室の共同利用の利用実績は、4 薬局延べ 27 回であった。 

会営富山中央薬局の無菌調剤室を使用して、無菌製剤実習を実施した（10 回、15 名）（再

掲）。 

・在宅医療推進訪問薬局支援事業（県補助事業 補助金：500 千円（補助率 1／2）） 

在宅医療・終末期医療・多職種連携等に関する研修会 

9 月 1 日「令和 4 年度第 1 回砺波医療圏在宅推進研修会」（砺波・薬剤師 25 名、看護師

1 名、医師 1 名、ケアマネ 1 名、介護福祉士 1 名） 

10 月 26 日 富山地区在宅入門研修会「これからはじめる在宅訪問研修会～訪問準備か

ら初回訪問の流れを知ろう～」（富山・薬剤師 27 名、薬学生 3 名） 

11 月 24 日 緩和ケア在宅研修会「スマホ時代の PCA ポンプ・クーデックエイミーＰＣ

Ａの操作とグループワーク」（富山・薬剤師 37 名、医師 5 名、看護師 12 名） 

11 月 24 日 第 3 回射水市薬剤師会、ケアマネジャー合同研修会「地域を支えるために

ケアマネジャーと薬剤師の連携強化をめざして」（射水・薬剤師 18 名、ケアマネ 23 名） 

11 月 25 日 令和 4 年度第 2 回砺波医療圏在宅推進研修会「医療材料の種類および実際

の処方ルール・褥瘡管理」（砺波・薬剤師 21 名、看護師他 6 名） 

12 月 10 日「多職種連携教育プロジェクトとやまいぴーとのコラボ研修会」（富山・薬剤

師 12 名、医師 7 名、薬学生 1 名、その他医療従事者 11 名） 

12 月 15 日「ケアマネジャー・薬剤師の相互理解と連携強化のための研修会」ケアに役

立つ外用療法の基礎知識（新川・薬剤師 37 名、ケアマネ・社会福祉士等 13 名） 

  ３）自殺防止対策事業 

    かかりつけ薬局自殺対策推進事業（県委託事業 委託料：300 千円） 

11 月 17 日、研修会「富山市における自殺予防対策について・からだに現れるこころの不

調」を開催した（85 名）。 

2 月 7 日啓発用ポスター、リーフレットを会員薬局に送付した。 

  ４）薬剤師の職能ＰＲ事業 

「薬と健康の週間」事業の実施（再掲） 



薬剤業務体験学習事業（再掲） 

3月11日富山県主催「未来の薬剤師発掘セミナー」で、県内の中学生、高校生、保護者を

対象に講演した。 

５）地域住民の利便性に関する事業 

19の公的病院にＦＡＸコーナーを設置し、患者の希望する薬局に処方せんをＦＡＸ送信

することで、待ち時間の短縮を図っている。 

  ６）薬剤イベントモニタリング（ＤＥＭ）事業に対する協力 

日本薬剤師会が2月1日～2月28日に実施したＤＥＭ事業に協力した。 

 

 ５．災害時等の医薬品の確保・供給、衛生の確保に関する事業 

・富山県総合防災訓練への参加  

10月16日クロスランドおやべで富山県総合防災訓練があり、薬剤師6名が参加し、臨時

調剤所の開設、服薬指導、不足医薬品の搬送依頼等の訓練を行った。 

・原子力防災訓練への参加  

11月23日に開催された原子力防災訓練において、氷見2か所で、避難住民への自家用車

ドライブスルー方式およびの自治会館内での安定ヨウ素剤配布訓練に薬剤師7名が参加

した。 

 

 ６．その他 

・富山県体育協会からの講師派遣依頼を受け、6/25富山県バドミントン協会、7/18富山県

ライフル射撃協会、8/27富山県アーチェリー協会、9/4富山県アイスホッケー連盟でのア

ンチ・ドーピング講習会にスポーツファーマシスト・アンチドーピング対策検討WGから講

師各1名を派遣した。 

 

 

Ⅱ 公衆衛生の普及・指導に関する事業（富山県医薬品総合研究センター、収益事業） 

 １．環境衛生検査事業 

・水道水、飲用井戸の水質検査件数  5,864件 

・浴槽水の検査件数  492件 

・学校の環境衛生検査件数  741件 

・簡易専用水道の法定検査件数  902件 

 ２．医薬品検査事業 

・製薬用水、医薬品の検査件数  2,465件 

・医薬品の計画的試験  34件 

 

 

Ⅲ 会員の相互扶助等事業 

 １．表彰事業 

・令和4年叙勲受章者・表彰受賞者祝賀会で富山県薬剤師会賞受賞者1名、富山県薬剤師会

感謝状贈呈者9名に対し、表彰を行った。 



・12月10日、令和4年叙勲受章者、表彰受賞者の祝賀会を開催した。 

 ２．無料職業紹介事業 

    2件の求人があった。 

 

 

Ⅳ 共益事業 

１． 薬剤師賠償責任保険等の加入促進  

 ２．学術出版物などの斡旋 

 

 


